
静岡茶輸出生産拠点選定等実施要領

第１ 趣旨

静岡茶の輸出拡大を図るためには、輸出向け茶産地を見える化し、当該茶産地に対

して、きめ細やかな支援を講じていくことが必要である。また、茶工場代表者と茶生

産者が一丸となって品種及び栽培体系の転換を推進し、県内全体での輸出拡大を図っ

ていくことが重要である。

そこで、輸出向けの茶生産に取り組む茶工場を中心とした「輸出生産拠点」の形成

を促すため、輸出需要に応じて継続的に輸出向けの茶生産に取り組む茶工場を輸出生

産拠点として選定し、公表する手続き等を定める。

第２ 定義

この要領において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによ

る。

(1) 茶工場

生葉を荒茶に加工して販売する食品事業者をいう。

(2) 流通販売業者

県内の茶工場又は茶生産者から茶を購入して販売する茶商工業者等をいう。

(3) 輸出生産拠点

輸出に取り組む茶工場及び茶生産者によって組織され、策定した拠点化計画が農

林事務所に受理され、輸出向けの茶生産の拠点として県に選定されたものをいう。

(4) 拠点化計画

輸出向けの茶生産に取り組む茶工場の代表者が、売り先の流通販売業者等と連携

して、輸出需要に応じた茶を安定的に生産できるよう、輸出用の茶葉の必要量を県

内の茶生産者に対して明確にするための計画であって、第３に掲げる選定基準の全

てを満たしているものをいう。

第３ 選定基準

輸出生産拠点の選定基準は、拠点化計画において、次に掲げる要件の全てを満たし

ていることとする。

(1) 茶工場要件

ア 輸出実績のある流通販売業者又は海外実需者との取引があること、又は取引が

予定されていること

イ 新規で一定の量の荒茶の販売及び生葉の仕入れができること

ウ 今後 10 年以上継続的に輸出向けの茶生産に取り組む予定であること

エ 計画に参画する茶生産者の技術指導の体制を有すること

(2) 計画要件

ア 輸出向け茶園の拡大目標が設定されていること

イ 輸出向け茶園、生葉仕入量、輸出向け荒茶出荷量及び輸出向け荒茶販売額の拡

大に向けた５年間の計画を策定すること

ウ 拠点化計画に参画した茶生産者が改植を行う場合、｢やぶきた｣以外の品種を選

択すること

エ 施設や設備の導入計画を策定すること

第４ 応募から受理までの手続き

(1) 拠点化計画の応募は、所定の事項を記入した拠点化計画応募様式（別紙様式第１

号）及び添付書類（以下、「応募書類」という。）を応募する茶工場の所在地を管



轄する農林事務所に提出して行うものとする。なお、農林事務所は、当該応募書類

の内容の確認のため、申請者に対して、個別にヒアリングを実施できることとす

る。また、ヒアリングには、静岡県経済産業部農業局お茶振興課（以下、「お茶振

興課」という。）のほか、必要に応じて、関係市町及び農業協同組合に対して同席

を求めることができる。

(2) 農林事務所は、申請者から提出された応募書類をお茶振興課へ送付する。お茶振

興課は、その内容を確認し、必要に応じて、農林事務所に対して確認又は修正を要

する事項を示すものとする。

(3) 農林事務所は、お茶振興課からの意見を踏まえ、申請者に対して応募書類内容の

確認を行い、応募書類の修正を求めることができる。

(4) 農林事務所は、応募書類の内容が適切であると認める場合は、これを受理するも

のとする。受理をもって、当該茶工場が輸出生産拠点として選定されたものとす

る。農林事務所は、受理した応募書類をお茶振興課へ送付するものとする。

(5) お茶振興課は、選定された輸出生産拠点の名称等を県ホームページに掲載するも

のとする。

第５ 輸出生産拠点の役割

輸出生産拠点は次に掲げる役割を担うものとする。

(1) 拠点に参画する茶生産者に対し、拠点化計画を実行するための技術指導を行うと

ともに、県が発信する技術情報、補助事業等の各種情報を参画者に周知すること。

(2) 計画期間中は、毎年度、第７(1)に定める実績報告を行うこと。

(3) 拠点化計画の受理の日から５年が経過したときは、拠点化計画を更新するものと

する。なお、更新の際は、本要領の最終改正後の規定を準用すること。

(4) 農林事務所等からのヒアリング等に協力すること。

第６ 拠点化計画の変更

(1) 輸出生産拠点は、次に掲げる事項の変更を行う場合は、変更が生じた場合は、速

やかに所在地を管轄する農林事務所長に対し、別紙様式第２号により届け出るもの

とする。なお、変更箇所を朱書きし、変更年月日を明記した変更後の計画を添付す

るものとする。

ア 輸出生産拠点名

イ 輸出生産拠点代表者

(2) (1)に該当しない変更は、原則として、第７(1)に定める実績報告に合わせて行う

ものとし、変更箇所を朱書きし、変更年月日を明記した変更後の計画を実績報告と

併せて農林事務所へ提出するものとする。

なお、第７(1)の実績報告の提出期間を待たずに計画変更を行う場合は、変更箇

所を朱書きし、変更年月日を明記した変更後の計画を農林事務所へ提出することが

できる。

(3) 農林事務所は、(1)及び(2)のなお書きにより、変更後の拠点化計画を受理した

後、速やかにお茶振興課へ提出するものとする。

第７ 拠点化計画の実績報告

(1) 輸出生産拠点は、計画期間中の各年度の実績について、別紙様式第３号により、

報告対象年度の翌年度の７月末までに、輸出生産拠点の所在地を管轄する農林事務

所に報告するものとする。

(2) 農林事務所は、提出された実績報告を取りまとめ、８月 20 日までにお茶振興課

へ提出するものとする。



第８ 改正前に選定された輸出生産拠点の取扱い

この要領の改正前に選定された輸出生産拠点については、なお従前の例による。た

だし、当該輸出生産拠点の申出により、この要領の規定を適用することができる。

附 則

この要領は、令和６年 12 月 17 日から施行する。

附 則

この改正は、令和７年４月 24 日から適用する。

附 則

この改正は、令和８年３月３日から適用する。

附 則

この改正は、令和８年７月 30 日から適用する。



別紙様式第１号

※

１　応募者の情報
（１）応募者の情報

※
※
※
※
※
※
※

（２）計画に参画する生産者の情報（参画者名簿）　別紙１のとおり

２　拠点の概要
（１）拠点の対象となる地域（拠点所在地及び参画者居在地の市町）
市町１（拠点所在地） 市町２ 市町３ 市町４ 市町５

※

（２）拠点茶工場の生葉処理能力

時間あたり
生葉処理量

１日稼働時間 １日生葉処理量

（-） （台） （台） （kg/ｈ） （ｈ） （kg/日） （kg）
0
0
0

0 0 0 0 0 0

（３）取引先流通販売業者の状況 取引先数合計

所在市町 開始予定年度

３　輸出向け茶園拡大・生産仕入・出荷販売計画 　別紙２のとおり

４　技術指導体制

５　施設や設備の導入計画
　施設や設備の導入又は拡充の計画をご記載ください。

６　認証取得状況・取得計画

ISO22000 JFS-C 有機JAS
取得済
取得予定

（取得予定年度）

７　その他特記事項

※

８　添付書類
☑を記入の上、添付書類の提出をお願いします。

（別紙１）参画者名簿
（別紙２）輸出向け茶園拡大・生産仕入・出荷販売計画
認証取得状況が分かる資料
茶工場及び受益ほ場位置図

９　本計画情報の取扱について　※必ず御一読の上提出ください。

　 以下の内容に同意します。

非公開希望情報

静岡茶輸出拡大に向けた「拠点化計画」

提出年月日
初回受理年月日
変更・更新年月日

輸出生産拠点名（拠点茶工場名）
代表者

所属団体（屋号・法人名等）
担当者名

メールアドレス
電話番号
所在地

最大処理能力

計

主な取引先

　１（２）の参画者に対し、どのように技術指導を行うか、ご記載ください。

　第三者認証の取得状況（今後取得予定の場合はスケジュール）をご記載ください。
その他

　上記以外にアピールポイント等あればご記載ください（任意）

ア　本計画は、本事業及び輸出生産拠点・参画者の支援の目的に限り、県内各市町・県内各農協・経済連で共有する場合があります。
イ　本計画受理後、入力欄の右端に「※」が記載された内容を静岡県の公式ホームページ上で公表します。
　　なお、「※」の情報のうち、非公表としたい情報がある場合は、以下の枠に非公開情報として記載してください。

連絡先

茶種
ライン規模 粗揉機台数 てん茶炉台数

年間
生葉処理量

輸出実績 輸出見込



（別紙１）計画に参画する生産者の情報（参画者名簿）

初回受理年月日
更新・変更年月日

茶園面積 生葉供給量
(ａ) (kg)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30
計 0 0 0 0

※変更及び実績報告時、参画者の加入・脱退など変更があれば朱書き修正する。

参画初年度の状況
No.

氏名
法人名

居住市町
圃場所在地

（市町名まで）
改植（予定）品種
（やぶきた以外）

耕作放棄茶
園・離農茶園
の活用意向

参画
年度



（別紙２）輸出向け茶園拡大・生産仕入・出荷販売計画（実績）

初回受理年月日 …入力箇所
更新・変更年月日 …自動入力

（１）輸出向け茶園拡大計画（実績）
【実績】 【計画】 【実績】

計画前年度 計画１年目 計画２年目 計画３年目 計画４年目 計画５年目
計画10年目
（将来像）

計画前年度 計画１年目 計画２年目 計画３年目 計画４年目 計画５年目

(a) (a) 0
(a) (a) 0

伸び率 (%) - 0% 0% 0% 0% 0% 0% 伸び率 (%) - 0% 0% 0% 0% 0%

（２）生葉生産・仕入計画（実績）
【実績】 【計画】 【実績】

計画前年度 計画１年目 計画２年目 計画３年目 計画４年目 計画５年目
計画10年目
（将来像）

計画前年度 計画１年目 計画２年目 計画３年目 計画４年目 計画５年目

延べ摘採面積 (a) 延べ摘採面積 (a) 0

生葉仕入量 (kg) 生葉仕入量 (kg) 0
主な品種 - 主な品種 - 0
延べ摘採面積 (a) 延べ摘採面積 (a) 0

生葉仕入量 (kg) 生葉仕入量 (kg) 0
主な品種 - 主な品種 - 0
延べ摘採面積 (a) 延べ摘採面積 (a) 0

生葉仕入量 (kg) 生葉仕入量 (kg) 0
主な品種 - 主な品種 - 0
延べ摘採面積 (a) 延べ摘採面積 (a) 0

生葉仕入量 (kg) 生葉仕入量 (kg) 0
主な品種 - 主な品種 - 0
延べ摘採面積 (a) 延べ摘採面積 (a) 0

生葉仕入量 (kg) 生葉仕入量 (kg) 0
主な品種 - 主な品種 - 0
延べ摘採面積 (a) 延べ摘採面積 (a) 0

生葉仕入量 (kg) 生葉仕入量 (kg) 0
主な品種 - 主な品種 - 0
延べ摘採面積 (a) 0 0 0 0 0 0 0 延べ摘採面積 (a) 0 0 0 0 0 0

生葉仕入量 (kg) 0 0 0 0 0 0 0 生葉仕入量 (kg) 0 0 0 0 0 0
延べ摘採面積 (%) - 0% 0% 0% 0% 0% 0% 延べ摘採面積 (%) - 0% 0% 0% 0% 0%
生葉仕入量 (%) - 0% 0% 0% 0% 0% 0% 生葉仕入量 (%) - 0% 0% 0% 0% 0%

（３）荒茶出荷 ・販売計画（実績）
【実績】 【計画】 【実績】

計画前年度 計画１年目 計画２年目 計画３年目 計画４年目 計画５年目
計画10年目
（将来像）

計画前年度 計画１年目 計画２年目 計画３年目 計画４年目 計画５年目

荒茶出荷量 （kg） 荒茶出荷量 （kg） 0
輸出向け荒茶出荷量 （kg） 輸出向け荒茶出荷量 （kg） 0
輸出向け荒茶販売額 (千円） 輸出向け荒茶販売額 (千円） 0

荒茶出荷量 （kg） 荒茶出荷量 （kg） 0
輸出向け荒茶出荷量 （kg） 輸出向け荒茶出荷量 （kg） 0
輸出向け荒茶販売額 (千円） 輸出向け荒茶販売額 (千円） 0

荒茶出荷量 （kg） 荒茶出荷量 （kg） 0
輸出向け荒茶出荷量 （kg） 輸出向け荒茶出荷量 （kg） 0
輸出向け荒茶販売額 (千円） 輸出向け荒茶販売額 (千円） 0

荒茶出荷量 （kg） 荒茶出荷量 （kg） 0
輸出向け荒茶出荷量 （kg） 輸出向け荒茶出荷量 （kg） 0
輸出向け荒茶販売額 (千円） 輸出向け荒茶販売額 (千円） 0

荒茶出荷量 （kg） 荒茶出荷量 （kg） 0
輸出向け荒茶出荷量 （kg） 輸出向け荒茶出荷量 （kg） 0
輸出向け荒茶販売額 (千円） 輸出向け荒茶販売額 (千円） 0

荒茶出荷量 （kg） 0 0 0 0 0 0 0 荒茶出荷量 （kg） 0 0 0 0 0 0
輸出向け荒茶出荷量 （kg） 0 0 0 0 0 0 0 輸出向け荒茶出荷量 （kg） 0 0 0 0 0 0
輸出向け荒茶販売額 (千円） 0 0 0 0 0 0 0 輸出向け荒茶販売額 (千円） 0 0 0 0 0 0
荒茶出荷量 (%) - 0% 0% 0% 0% 0% 0% 荒茶出荷量 (%) - 0% 0% 0% 0% 0%
輸出向け荒茶出荷量 (%) - 0% 0% 0% 0% 0% 0% 輸出向け荒茶出荷量 (%) - 0% 0% 0% 0% 0%
輸出向け荒茶販売額 (%) - 0% 0% 0% 0% 0% 0% 輸出向け荒茶販売額 (%) - 0% 0% 0% 0% 0%

0

【計画】 【実績】

茶園面積 茶園面積
うち輸出用茶園面積 うち輸出用茶園面積

【計画】 【実績】

【計画】 【実績】

輸出先国・地域名 輸出先国・地域名

本輸出生産拠点における「輸出向け」の定義

計画達成に向けた取
組方針・課題

茶種 栽培体系 項目
計画達成に向けた取

組方針・課題
茶種 項目

その他 その他

計 計

伸び率 計画対比

茶種 項目
計画達成に向けた取

組方針・課題
茶種 項目

その他 その他

計 計

伸び率 計画対比



別紙様式第２号

令和○年○月○日

農林事務所長　様

（提出者）

拠 点 茶 工 場 名

所 在 地

所 属 団 体 名 等

代表者職・氏名

１　変更の内容
輸出生産拠点名の変更
輸出生産拠点代表者の変更
その他変更

２　変更の理由

３　提出書類
拠点化計画応募様式（別紙様式第１号）
（別紙１）参画者名簿
（別紙２）輸出向け茶園拡大・生産仕入・出荷販売計画（実績）

※変更後の応募様式等を添付するとともに変更箇所を朱書きとすること。

拠点化計画の応募書類に係る変更届出書

　年　月　日付けで受理された拠点化計画について、下記のとおり変更したいので、静岡茶輸出生産
拠点選定等実施要領第６の規定に基づき、変更計画書を届け出ます。

記



別紙様式第３号

令和○年○月○日

農林事務所長　様

（提出者）

拠 点 茶 工 場 名

所 在 地

所 属 団 体 名 等

代表者職・氏名

報告対象年度： 令和 年度

１　提出書類
（別紙１）参画者名簿
（別紙２）輸出向け茶園拡大・生産仕入・出荷販売計画（実績）
拠点化計画応募様式（別紙様式第１号）

拠点化計画の実績報告の提出について

　静岡茶輸出生産拠点選定等実施要領第７（１）に基づき、下記のとおり提出します。

記


